
凛とした表情が光る（天瀬町 出口くにち）

● 日田市の財政状況をお知らせします

● ファミリー・サポート・センター

            会員募集中
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 経常収支比率とは、人件費・扶助費・公債費のよ

うに毎年度経常的に支出される経費に充てられた一

般財源の額が、市税・地方交付税を中心とする毎年

度経常的に収入される一般財源等の合計額に占める

割合のことをいいます。

 この比率が低いほど、道路や橋、学校などの公共

施設の建設事業に一般財源を充てることができます。

・人件費  職員や特別職の給与や議員の報酬

・扶助費  高齢者や児童、障がい者等に対し行う

      様々な支援に要する経費

・一般財源 使途が特定されず、どのような経費に

      も使用することができる資金

 歳入 402億2,328万８千円

    （前年度比 14.02％↑）

 歳出 385億3,907万３千円

    （前年度比 13.35％↑）

 形式収支で約16億８千万円の黒字となり、

健全収支に努めました。歳入・歳出が平成

20年度と比べて増額となりましたが、これ

は国の経済対策によるものです。

 このうち、４億1,000万円は、平成22年度

にかけて取り組む事業の費用に充てられ、残

りは主に地方債の繰上償還の財源に充てる予

定です。

 市民の皆さんが納めた税金や国・県からの支出金などが、どれく

らい入り（歳入）、どれくらい使われたか（歳出）などを示す平成21

年度の市の決算状況についてお知らせします。

 また、平成22年度上半期（４～９月）の財政状況についても併せ

てお知らせします。

31,000,000

33,000,000

35,000,000

37,000,000

39,000,000

41,000,000
（千円）

356億5,569万3千円

346億494万7千円

352億7,697万2千円

339億9,932万円

歳入 歳出

平成19年度 平成20年度

402億2,328万8千円

385億3,907万3千円

平成21年度

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

（％）

平成19年度 平成20年度 平成21年度

●
●

●

● 日田市 ● 大分県市町村平均 全国市町村平均

●

●

●

95.2

94.5
94.4

91.8
91.8

92.2

91.0

94.8

92.0

２. 経常収支比率

前年度から3.5％改善

１. 一般会計決算規模の推移

形式収支で約16億円の黒字

平成21年度決算の状況
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 歳出予算を目的別に見ると、児童、高齢者、

障がい者等の福祉充実や生活保護などに要する

民生費が92億2,575万８千円となっています。

 次いで、建設事業を行うときに借り入れした

市債を返済するための公債費が65億1,216万１

千円、全般的な管理事務費・庁舎や財産の維持

管理・戸籍・統計調査などに要する総務費が57

億3,669万５千円となっています。

 特定の事業を行うために一般会計と区別して設置し、

収支を行う会計が特別会計（水道事業のみ企業会計）で

す。

 日田市には12の特別会計があり、すべての特別会計

において健全な財政結果となりました。

総務費（14.9％）

57億3,669万5千円

民生費（23.9％）

92億2,575万8千円

土木費（11.8％）

45億5,425万3千円

衛生費（6.8％）26億2,909万5千円

農林水産業費（5.1％）19億7,445万6千円

その他（10.7％）

40億7,808万2千円

公債費（16.9％）

65億1,216万1千円

教育費（9.9％）

38億2,857万3千円

385億
3,907万3千円

歳出合計

会 計 区 分

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

簡 易 水 道 事 業

給 水 施 設 事 業

公 共 下 水 道 事 業

特定環境保全公共下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

住宅新築資金等貸付事業

情 報 セ ン タ ー 事 業

合  計

8,639,239

15,037

803,480

5,420,455

193,574

770,390

35,965

3,199,543

45,233

173,083

14,098

2,174,762

21,484,859

8,628,903

12,733

802,796

5,366,746

193,574

709,673

31,342

3,155,662

45,218

172,900

10,877

2,173,971

21,304,395

歳  出歳  入

（単位：千円）

 市に入った一般会計の歳入は、402億2,328万

８千円でした。そのうち、皆さんから納めていた

だいた市税は79億558万９千円、国から交付さ

れる地方交付税は134億2,448万１千円です。

・依存財源と自主財源

 依存財源とは、地方交付税など国や県に頼っ

た財源のことをいい、自主財源とは、市税や使

用料・手数料などのように市が自主的に収入す

ることができる財源をいいます。

 自主財源の割合が高ければ高いほど、その使

途の決定において自主性が高いといえ、日田市

の自主財源の割合は、32.0％です。

地方交付税（33.4％）

134億2,448万1千円

地方消費税交付金（1.8％）

使用料及び手数料

繰入金（1.2％）

繰越金（3.2％）

市税（19.7％）

79億558万9千円

 国庫支出金
     （16.5％）

66億3,927万1千円

その他（1.8％）7億3,923万4千円

市債（8.7％）

 34億
 8,996万2千円

県支出金（5.8％）23億1,551万7千円

402億
2,328万8千円

歳入合計

  

 
 

依
存

財
源

（
68.0％

）

  自主

財
源

（
3
2
.0

％
）

４. 一般会計歳出

歳出総額 385億3,907万円

３. 一般会計歳入

歳入総額 402億2,328万円

  12億7,765万2千円

諸収入（4.1％）

  16億4,618万7千円

その他（2.1％）

  8億7,555万7千円

  7億2,754万1千円

    5億67万7千円

   （1.7％）6億8,162万円

５. 特別会計決算

健全な財政運営を維持
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（単位：千円）歳入

（単位：千円）歳出

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

そ の 他

合    計

289,443

4,520,901

10,311,246

2,437,445

370,302

2,216,494

2,190,711

4,909,497

1,161,914

3,755,152

188,863

5,237,866

37,589,834

49.9

32.2

34.9

31.2

41.0

22.3

64.3

24.5

37.0

32.4

10.1

47.1

35.5

科  目 執行率％予算現額 市民一人
当たり（円）

144,307

1,457,060

3,602,420

761,076

151,840

494,787

1,409,319

1,203,449

429,968

1,217,230

18,985

2,465,621

13,356,062

1,996

20,151

49,821

10,526

2,100

6,843

19,491

16,644

5,946

16,834

263

34,099

184,713

９月末支出済額

市 税

地 方 交 付 税

国 県 支 出 金

分担金・負担金

使用料・手数料

市 債

そ の 他

 歳入合計 

7,457,000

13,310,000

7,217,881

381,179

671,768

4,396,411

4,155,595

37,589,834

56.0

69.9

29.7

39.9

45.9

0.0

36.9

46.9

科  目 収入率％予算現額 市民一人
当たり（円）

4,173,133

9,309,071

2,140,194

151,953

308,062

0

1,532,641

17,615,054

57,714 

128,744 

29,599 

2,101 

4,260 

0 

21,196 

243,615 

９月末収入済額

平成22年度 上半期の財政状況
（平成22年９月30日現在）

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

簡 易 水 道 事 業

給 水 施 設 事 業

公 共 下 水 道 事 業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

情報センター事業

合   計

8,924,330

3,420

889,686

5,668,411

174,488

1,139,042

69,193

2,642,016

44,988

213,044

8,368

2,007,475

21,784,461

2,651,160

2,517

244,826

2,128,824

45,824

124,902

6,512

416,127

5,370

12,401

6,946

24,216

5,669,625

29.7 

73.6 

27.5 

37.6 

26.3 

11.0 

9.4 

15.8 

11.9 

5.8 

83.0 

1.2 

26.0 

会 計 区 分 予算現額
歳  入

９月末収入済額 収入率％

3,758,888

1,214

248,383

2,305,602

78,059

350,131

17,448

912,798

19,719

104,896

4,154

239,240

8,040,532

42.1 

35.5 

27.9 

40.7 

44.7 

30.7 

25.2 

34.5 

43.8 

49.2 

49.6 

11.9 

36.9 

歳  出

９月末支出済額 支出率％

一般会計
373億1,872万円

公共下水道事業
特別会計

134億6,410万6千円

  農業集落排水事業特別会計
     31億2,569万円

簡易水道事業特別会計
   34億6,463万9千円

情報センター事業特別会計
      13億2,448万9千円

その他 4億861万円

総額 591億625万4千円

会 計 別

 条例に基づいて設置している基金は、特定の目的のた

めに活用する貯金です。

 平成21年度末の残高は、176億7,524万7千円です。

 市の借入金のうち、償還期間が年度を越える借入金を

地方債といいます。平成21年度末の地方債残高は、

617億2,839万７千円で、人口一人当たりに換算すると

約85万円です。（平成22年３月31日現在の人口 72,491人）

平成19年度末 平成20年度末

●

17,500,000

17,700,000

17,900,000

18,100,000

18,300,000
（千円）

179億9,864万円

182億6,325万円

平成21年度末

176億7,524万7千円

平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末
61,000,000

63,000,000

65,000,000

67,000,000
（千円）

658億3,037万円
●

631億8,302万9千円

617億2,839万7千円

７. 地方債残高

市の借金は617億円
６. 基金残高

８. 一般会計予算の執行状況

９. 特別会計歳入・歳出予算の執行状況
10. 地方債残高

市の貯金は176億円

●

●
●

●

（平成22年９月30日現在の人口 72,307人）

※端数処理を行っているため合計額が一致しないことがあります。
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純利益 
  127,911

給 水 人 口 給 水 量 １日最大給水量 １日平均給水量 １人１日最大給水量 総有収水量 有 収 率

48,604人 2,426,161m3 15,477m3 13,404m3 318ℓ 2,302,666m3 94.91％

平成22年度  上半期の営業成績と財産の状況

固定負債 98,427

流動負債 20,528自己資本金 1,719,762

営業収益
401,499

収  益
402,042

営業外費用 36,881

特別損失 283

営業外収益 530

特別利益 13

固定資産
6,279,661

資 産
7,244,681 流動資産 965,020

利益剰余金 326,668
借入資本金
 2,600,885 資本剰余金

資本・負債
7,244,681

2,478,411
営業費用
 236,967

※１総有収水量…給水量の内、水道料金の収入となった水の量
※２有 収 率…総有収水量を給水量で割ったもの（％）で、漏水防止対策等の目安として使用しています。

※１ ※２

費  用
274,131

平成21年度  営業成績と財産の状況（決算の状況）

営業成績の状況（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 財産の状況（平成22年３月31日現在）

流動資産 
  924,964

利益剰余金 
  198,758

固定負債 98,426

流動負債 91,181

営業収益
796,062

営業外費用 75,546

特別損失 2,146

特別利益 40

自己資本金 1,702,485

固定資産
6,225,931

資 産
7,150,895

借入資本金
 2,640,965

資本・負債
7,150,895

 資本剰余金
 2,419,080営業費用

  521,155

費  用
598,847

収  益
797,605

営業外収益 1,503

（単位：千円）

（単位：千円）

純利益
 198,758

営業成績の状況（平成22年４月１日～９月30日） 財産の状況（平成22年９月30日現在）

水道事業

【問い合わせ】財政課財政係 ☎２２－８２１５（市役所４階）

（単位：千円）

※調定額とは、歳入の内容を調査し、収入すべき金額のことをいいます。
※平成22年９月30日現在の人口 72,307 人
※端数処理を行っているため合計額が一致しないことがあります。

※グラフには、消費税及び地方消費税は含まれません。

（平成22年９月30日現在）

１

１

２

３

４

５

６

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

2,558,591

3,794,506

170,945

423,012

43,035

466,911

7,457,000

47.1 

52.5 

89.5 

100.0 

78.7 

52.0 

52.8 

土  地
山  林 12,875,472.00  m2

8,638,595.74  m2

452,820.06  m2

451,982.00  m3

55,108.00  m3

586,370 千円

745,528 千円

328,876 千円

17,543,814 千円

そ の 他

２ 建  物

３ 立  木
所 有 分

地上権分

４ 有価証券

５ 債  権

６ 出 資 金

７ 基  金（積立金）

税目別

合  計

予算現額 調定額

2,742,672

4,238,181

180,448

207,068

25,156

517,545

7,911,070

９月末
収入済額

1,292,474

2,223,270

161,438

207,068

19,786

269,097

4,173,133

17,875

30,748

2,233

2,864

274

3,722

57,714

市民一人
当たり（円）

調定額に
対する

収入率（％）

50.5 

58.6 

94.4 

49.0 

46.0 

57.6 

56.0 

予算現額に
対する

収入率（％）

11. 市税の収入状況 12. 市有財産の状況



62010. 11. 15  広報ひた

市 民 広 場

自
治
会
制
度
発
足
50
周
年
と
い
う
節
目
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自
治
会
連
合
会
会
長
に
就
任

岩
里
 
諫
夫
さ
ん
︵
前
津
江
町
赤
石
︶

﹁
地
域
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
﹂

 

 
日
田
市
の
自
治
会
制
度
は
、
昭
和
35
年

に
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

  

今
号
で
は
、
こ
の
節
目
の
年
に
自
治
会

連
合
会
会
長
に
就
任
︵
平
成
22
年
５
月
︶

し
、
活
動
し
て
い
る
岩
里
諫
夫
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

 

︱
就
任
し
た
と
き
の
感
想
は
︱

 

  

自
治
会
は
、
住
民
自
治
の
先
駆
的
な
市

民
団
体
で
す
。
市
政
に
協
力
し
て
い
ま
す

が
、
広
報
等
の
配
付
な
ど
だ
け
で
な
く
、

市
勢
発
展
の
た
め
に
市
に
対
し
て
対
等
に

意
見
を
言
え
る
存
在
で
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

 
そ
う
い
っ
た
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
率

先
し
て
自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ

ま
し
た
。
会
長
に
就
任
し
て
半
年
ほ
ど
に

な
り
ま
す
が
、
１
６
３
自
治
会
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
地
域
づ
く
り
の
主
役
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

︱
50
周
年
記
念
と
し
て
の
事
業
は
︱

 
 
副
会
長
の
と
き
に
日
田
市
自
治
会
の
50

周
年
記
念
式
典
や
記
念
誌
の
発
行
、
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
は
、
全
国
自
治
会
連
合

会
大
分
日
田
大
会
と
い
う
全
国
か
ら
自
治

会
長
が
集
ま
る
大
会
が
あ
り
、
目
が
回
る

よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

 

 
特
に
、
全
国
大
会
は
大
変
で
、
い
ろ
い

ろ
準
備
の
段
階
か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
治
会
長
さ
ん
方

の
支
援
と
事
務
局
で
あ
る
市
職
員
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
協
力
の
お
か
げ
で
、
成
功
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

全
国
か
ら
約
９
０
０
人
が
参
加
し
た
大

き
な
大
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
し
た

多
く
の
方
々
か
ら
今
ま
で
に
な
い
良
い
大

会
だ
っ
た
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
単
な
る
自
治
会

の
大
会
で
終
わ
ら
ず
、
経
済
効
果
も
あ
り

ま
し
た
。
大
会
の
と
き
に
設
置
し
た
物
産

品
な
ど
は
と
て
も
売
れ
た
そ
う
で
す
し
、

参
加
し
た
あ
る
自
治
会
長
か
ら
は
、
今
度

は
自
治
会
の
旅
行
で
是
非
、
日
田
に
来
た

い
と
い
う
話
も
伺
い
ま
し
た
。

 

 
本
当
に
大
変
な
事
業
で
し
た
が
、
無
事

に
終
え
、
誘
致
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

 
今
は
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
記
念
の
植
樹
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
市
制
70
周
年
と
い
う
年
で
す
の

で
、
市
の
式
典
な
ど
で
協
力
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
自
治
会
活
動
へ
の
期
待
と

 

 
 
 
 
 
 
 
 
今
後
の
抱
負
は
︱

  

み
ん
な
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た
な
ら
、

素
晴
ら
し
い
町
に
な
る
し
、
自
治
会
活
動

も
更
に
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
地
域
で
活
動
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

 
私
も
自
治
会
の
仕
事
は
こ
れ
だ
け
だ
と

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
活
動
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
住
民
自

治
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

  

自
治
会
長
と
い
う
責
任
、
そ
し
て
自
治

会
連
合
会
会
長
と
い
う
責
任
を
持
っ
て
、

市
と
協
力
し
、
と
き
に
は
注
文
も
し
な
が

ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
し
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
、
先
頭
に
立
っ
て
活
動

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

自
治
会
連
合
会
会
長
と
い
う
責
任
を
担

い
、
地
域
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
語
る
岩
里
さ
ん
。
今
後

の
住
民
自
治
の
推
進
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

50周年記念として誘致した
全国自治会連合会大分日田
大会

い
さ

お
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⑭

﹁
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
﹂︵
月
出
町
︶

日
田
方
面
団
 
大
鶴
分
団

大
山
方
面
団
 
第
７
分
団

地
域
と
都
市
と
の
交
流
を
図
る

 
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
平
成

14
年
、
月
出
町
と
都
市
と
の
交
流
を
目
指

し
て
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

 

 
委
員
会
は
、
町
内
の
住
民
で
構
成
さ
れ
、

各
世
帯
か
ら
約
20
人
が
役
員
と
し
て
参
加
。

４
月
に
は
、
た
け
の
こ
掘
り
体
験
、
６
月

に
は
ホ
タ
ル
観
賞
会
、
７
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
は
、
そ
ば
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、

地
域
の
農
地
を
利
用
し
て
種
ま
き
や
収
穫
、

そ
ば
打
ち
体
験
を
行
う
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内
外
は
も

ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
、
都
市
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
５
月
に
月
出
山
小
学
校
跡
地
に

完
成
し
た
月
出
山
多
目
的
交
流
館
を
、
都

市
と
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
地
域
内
の
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

と
、
月
出
町
自
治
会
と
一
緒
に
﹁
井
戸
端

交
流
サ
ロ
ン
﹂
を
始
め
ま
し
た
。
毎
月
20

日
に
町
内
の
人
が
集
ま
り
、
講
師
を
招
い

て
話
を
聞
い
た
り
食
事
を
し
た
り
し
て
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

 

 
代
表
の
阿
部
 
雄
さ
ん
は
﹁
月
出
山
は
、

互
助
の
精
神
と
い
う
良
い
文
化
を
持
っ
た

町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

多
く
の
人
に
月
出
山
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
内
の
交
流

を
更
に
深
め
、
良
い
文
化
を
守
り
、
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
﹂

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

        大
鶴
分
団
は
、
現
在
31
人
の
団
員
が

い
て
、
４
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

  

分
団
で
は
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
以

外
に
も
、
３
年
に
一
度
の
旅
行
や
定
期

的
な
飲
み
会
等
を
通
し
て
、
従
来
の
年

功
序
列
型
で
は
な
く
、
上
下
関
係
に
と

ら
わ
れ
な
い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
組
織
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

 

 
地
区
内
は
、
少
子
高
齢
化
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
の
薄
れ
な
ど
に
よ
り
、
団

員
不
足
と
い
う
現
状
で
す
が
、
地
区
の

若
者
が
入
団
し
た
く
な
る
よ
う
な
大
鶴

分
団
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

 
私
た
ち
第
７
分
団
は
、
大
山
町
の
中

心
部
で
あ
る
野
瀬
部
・
小
切
畑
・
後
迫

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
１
人
の

入
団
が
あ
り
、
現
在
16
人
で
、
毎
月
、

車
両
及
び
機
械
器
具
の
点
検
、
積
載
車

に
よ
る
地
域
の
防
災
防
犯
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

 
地
域
内
は
、
国
道
２
１
２
号
線
や
ひ

び
き
バ
イ
パ
ス
が
縦
貫
し
、
火
災
や
交

通
事
故
等
が
発
生
し
や
す
い
場
所
で
す

が
、
平
成
20
年
、
お
お
や
ま
烏
宿
自
治

会
内
に
消
防
応
援
隊
が
結
成
さ
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
支
援
や
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
訓
練
や
情
報
交
換
を
行
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
意
識
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

 
防
災
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
近
所
の
分
団
員
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

地域の皆さんと一緒に大鶴地区を守ります

体験後はたけのこや季節の食材を使ったおもてなしも

４月に行われたたけのこ掘り体験

消防応援隊との合同訓練

か
ん
と
う
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ま
ち
の

わ
だ
い

  10月12日、平成23年３月31日をもって閉校する赤

石小学校曽家分校（前津江町）で、閉校に伴う確認書

の調印式が、地元自治会等と市との間で行われた。

  曽家分校の児童数は、現在、１・３・４年生の３人

で、平成23年４月１日からは赤石小学校に通学する。

  調印式では、スクールバス等による通学や児童の教

育環境、学校の跡地利用についての確認が行われ、調

印後は、今後の跡地活用等について懇談会が行われた。

  10月16日、河童踊りの名で親しまれている大分県

指定無形民俗文化財「磐戸楽」が、大行事神社（三ノ

宮町１丁目）で行われた。

  「磐戸楽」の起こりは、大昔、大原八幡さまに命を

救われた河童たちが、うれしさのあまり手や足を振り

ながら八幡さまをお見送りしたことといわれている。

 この日も、河童にふんした子どもたちが笛や太鼓な

どの楽の音に合わせ踊り、観客を楽しませた。

122 年続く赤石小学校曽家分校閉校へ

秋 の夜長に河童が踊る

  10月13日から18日まで、神奈川県相模原市のショッピ

ングモール、アリオ橋本で、日田の観光や地元物産のＰＲ

が行われた。これは、地元産品の販路拡大や観光客の増加

などを目的とした活動で、会場では日田焼きそばや日田梨、

日田下駄など21店舗が出店したほか、日田祇園の平成山

鉾も展示され、終日にぎわいを見せた。

  また、16・17日には、神奈川県横浜市の日産スタジア

ムでもご当地グルメや加工食品などを販売するイベントが

あり、関東地方の各所で日田のＰＲが行われた。

関 東地方で日田をＰＲ

かっぱ

いわ と がく

ぞ け
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甘 くておいしい日田梨を堪能

華 やかな衣装と勇壮な舞

   10月17日、「第７回日田梨祭り」がＪＡおおいた日

田梨選果場特設会場（山田原）で開催された。 会場で

は、梨の直売や梨料理の試食会、梨収穫体験ツアーな

ど様々な催しが行われ、多くの人でにぎわった。

  また、事前に審査が行われた「日田梨を使った創作

加工食品コンクール」の表彰も行われ、西澤千恵子さ

ん（別府市）の“なしち”（梨チップス）が最優秀賞に

選ばれた。

  五穀豊穣に感謝し、無病息災を願う伝統的な祭り「五

馬くにち」が、10月20日から27日まで、天瀬町本城・

塚田・出口・五馬市地域で開催された。

  195年前に始まったといわれる出口くにち楽では、

24・25日、神事のほか天狗などにふんした地域住民が、

老松天満社御旅所と国の有形文化財に登録された老松

天満社で、勇壮な舞を披露。あいにくの雨にもかかわ

らず、多くの見物客から拍手や歓声が送られた。

お たびしょ

自 分自身に挑戦！チャレンジウォーク

相 撲を通じて青少年の健全育成を

  10月23日、大山町中川原地域の老松神社相撲場で、

第38回大山町ちびっこ相撲大会が開催された。

 少子化により年々参加者が減少する中、53人のち

びっこ力士たちが参加し、東西両横綱の土俵入りの後、

団体戦、個人戦で熱戦を繰り広げた。

  親子２代で参加することも多いこの大会は、大山中

川原地域の恒例行事。会場では、力士たちの力強い取

組に、観客から大きな声援が送られた。

  10月24日、陸上競技場をスタート・ゴール地点と

する「第16回ひた42195チャレンジウォーク」が開

催された。

  健康づくりや地域・年齢を超えた交流を目的に開催

されるこのイベントには、県内外から777人が参加。

 参加者たちは、ハーフ（21.097km）、フル（42.195

km）のコースに分かれ、秋の景観を楽しみながら歩い

た。

なか がわら

てん ぐ

ご こくほうじょう
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くらしの情報

議案上程、提案理由の説明など

一般質問◯

  〃

  〃

議案質疑◯、委員会付託◯

議案審査

  〃

  〃

委員長報告、質疑、討論、採決など

本会議

〃

〃

〃

〃

委員会

〃

〃

本会議

午前10時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午後１時

11月30日㈫

12月７日㈫

12月８日㈬

12月９日㈭

12月10日㈮

12月13日㈪

12月14日㈫

12月15日㈬

12月17日㈮

会議名 会議の内容開会時間開催日

※

※ ※

     

 
市
で
は
、
毎
年
文
化
の
日
に
、

市
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
を
日
田

市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
が
、
市
制
70
周
年
・
合
併
５

周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
次
の
通

り
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

 

■
と
き
 
12
月
５
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

 

■
内
容
 
平
成
22
年
度
市
政
功
労

者
表
彰
、
市
制
70
周
年
記
念
表

彰
な
ど 

  

市
長
室
秘
書
広
聴
係

☎
 
８
２
０
０
︵
市
役
所
４
階)

 

 
平
成
22
年
第
４
回
市
議
会
定
例

会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

 

■
第
４
回
市
議
会
定
例
会
日
程︵
案
︶

                

※
市
議
会
は
、
公
開
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
会
議
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

◯
一
般
質
問
＝
議
員
が
市
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と

  

◯
議
案
質
疑
＝
条
例
や
予
算
な
ど
、

上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質

問
す
る
こ
と

  

◯
委
員
会
付
託
＝
上
程
さ
れ
た
各

議
案
に
つ
い
て
各
委
員
会
に
審

査
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

 

議
会
事
務
局

 

☎
 
８
２
１
４
︵
市
役
所
３
階) 

     

   

遺
族
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
の
う
ち
、
﹁
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
は
、
所

得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
﹂

と
す
る
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上

の
取
扱
い
を
改
正
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

 

 
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か

ら
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
の
所
得

税
が
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方

に
は
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

 

※
還
付
に
は
、
手
続
が
必
要
で
す
。

各
年
分
で
申
告
期
限
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
日
田
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
※
所
得
税
が
還
付
に
な
ら
な
く
て

も
、
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保

険
税
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
税
務
課

市
民
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

日
田
税
務
署
 
☎
 
２
１
３
６

 

税
務
課
市
民
税
係

 

☎
 
８
３
９
６
︵
市
役
所
１
階) 

   

 
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で

は
﹁
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
﹂
期
間
で
す
。

 

 
女
性
の
問
題
に
対
す
る
主
な
相

談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

Ｄ
Ｖ

 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・
婦
人
相
談
所

 

平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
９
時

︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後

１
時
～
︶

 

☎
０
９
７-

５
４
４-

３
９
０
０

 

・
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ
 
ア
イ
ネ
ス

 

平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

☎
０
９
７-

５
３
４-

８
８
７
４

・
子
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
平
日
 
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

 
☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階) 

 

※
ア
イ
ネ
ス
で
は
、
女
性
の
問
題

に
対
す
る
総
合
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

 

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

 

・
大
分
県
警
察
本
部
広
報
課

 

平
日
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時

 

☎
０
９
７-

５
３
４-

９
１
１
０

☎
０
９
７-

５
３
７-

４
１
０
７

 

・
日
田
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
 
２
１
３
１

 

平
日
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時

 
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
性
別
に
よ

る
差
別
的
取
扱
い

 

・
大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

 

平
日
 
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

☎
０
９
７-

５
３
２-

４
０
２
５

 

ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
ハ
ラ

 

・
大
分
県
人
権
・
同
和
教
育
課

 

平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

☎
０
９
７-

５
３
４-

４
３
６
６

 

女
性
の
人
権
問
題
全
般

 

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 (

大
分
地
方
法
務
局)

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
︵
11
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で

は
午
後
７
時
ま
で
、
11
月
15
・

21
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時) 

 

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

 

※
左
記
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
苦
情
等
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推 

進
・

統
計
係

 

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

  

現
在
、
皆
さ
ん
か
ら
集
ま
っ
た

国
勢
調
査
の
調
査
票
を
集
計
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
地

域
の
雇
用
状
況
の
把
握
や
少
子
高

齢
社
会
へ
の
取
組
な
ど
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
生
か
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階) 

問問

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取

扱
い

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

問

問

問

市
議
会
の
日
程

女
性
の
問
題
に
対
す
る
相
談
受
付

お
知
ら
せ

今月は、

市県民税    第３期

国民健康保険税 第５期

介護保険料   第５期

    の納付月です。

納期内の納付をお願いし

ます。

※※※

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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■
対
象
 
市
内
の
中
小
企
業
で
、

１
年
以
上
同
一
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方

 

■
融
資
額

 

 
50
万
円
以
上
４
０
０
万
円
以
下

 

■
保
証
人
 
原
則
、
無
担
保
無
保

証
人
︵
法
人
は
代
表
者
を
連
帯

保
証
人
と
す
る
︶

 

■
利
率
 
1.7
％

 

■
保
証
料
 
保
証
協
会
が
定
め
る

率
︵
年
0.41
～
1.86
％
︶

 

※
保
証
料
は
、
市
が
全
額
補
助

 

■
貸
付
期
間
 
12
月
１
日
㈬
～
平

成
23
年
５
月
31
日
㈫

 

■
返
済
方
法
 
期
日
一
括
返
済
又

は
月
賦
均
等
返
済

 

■
申
込
方
法

 
日
田
商
工
会
議
所
に
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
12
月
15
日
㈬

 

日
田
商
工
会
議
所

☎
 
３
１
８
４

 

商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

 

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

     

■
予
約
受
付
日
 
12
月
２
日
㈭

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

■
販
売
量
 
平
成
23
年
１
月
～
３

月
配
付
分
は
２
４
０
０
袋
︵
１

袋
16
kg
、
先
着
順
︶

 

※
一
人
20
袋
ま
で

 

■
販
売
手
数
料
 
１
袋
50
円

 

■
成
分
 
窒
素
3.3
％
、
リ
ン
5.4
％
、

カ
リ
ウ
ム
0.6
％

 

■
予
約
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

※
今
回
か
ら
電
話
の
み
の
予
約
受

付
に
変
わ
り
ま
し
た
。

 

■
配
付
方
法
 
生
産
に
合
わ
せ
て
、

配
付
日
を
電
話
で
連
絡
し
ま
す

の
で
、
引
き
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

 

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
 
３
４
７
２

   

 
い
ず
れ
の
商
品
も
、
全
国
ど
こ

で
も
消
費
税
、
送
料
込
み
で
発
送

し
ま
す
。

 

日
田
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

 

﹁
ふ
る
さ
と
便
﹂

 

■
発
送
日
 
12
月
24
日
㈮

 

■
価
格
・
内
容

 

 
12
品
 
４
０
０
０
円

 

米
、
も
ち
、
里
芋
、
に
ん
じ
ん
、

ご
ぼ
う
、
煮
黒
豆
、
み
そ
、
か

り
ん
と
う
、
ゆ
ず
マ
ー
マ
レ
ー

ド
、
梨
ジ
ャ
ム
、
松
竹
梅
、
柚

子
ご
し
ょ
う

 

■
申
込
方
法
 
申
込
者
と
送
り
先

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
込
み

 

■
支
払
方
法
 
現
金
書
留
で
代
金

を
郵
送
又
は
左
記
の
口
座
に
振

り
込
み

 

・
口
座
名
 
日
田
市
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
協
議
会

 

・
口
座
番
号
 
郵
便
局
 
１
７
２

０
０-

１
６
０
６
１
４
９
１

 

■
申
込
期
限
 
12
月
17
日
㈮

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 

〒
８
７
７-

０
０
３
５

 

日
高
町
２
３
５
９-

６

 

日
田
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

議
会

 

☎
・︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶ 
 
５
４
８
９

 

天
瀬
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

 

第
39
回
﹁
あ
ま
が
せ
物
語
﹂

 

■
発
送
日
 
12
月
14
日
㈫

 

■
価
格
・
内
容

 

 
10
品
 
３
９
０
０
円

 

も
ち
、
新
米
、
松
竹
梅
、
手
づ

く
り
み
そ
、
高
菜
漬
け
、
か
り

ん
と
う
、
ぬ
か
漬
大
根
、
黒
豆
、

聖
護
院
の
酢
漬
け
、
お
な
か
べ

っ
ぴ
ん
こ
ん
に
ゃ
く
飯
の
素

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 
■
申
込
方
法
 
天
瀬
町
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
事
務
局
及
び
Ｊ
Ａ
お

お
い
た
天
瀬
支
店
に
備
付
け
の

申
込
書
に
、
申
込
者
と
送
り
先

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
込
み

 

■
支
払
方
法

 

 
い
ず
れ
か
の
口
座
に
振
り
込
み

 

・
口
座
名
 
天
瀬
町
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
協
議
会

 

・
口
座
番
号

 
①
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
天
瀬
支
店

  ︵
普
︶
７
７
０
４
８
３
６

 
②
郵
便
局

 

 
０
１
７
５
０-

７-

８
４
６
４
０

 

■
申
込
期
間

 

 
11
月
24
日
㈬
～
12
月
10
日
㈮

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 

〒
８
７
７-

０
１
１
２

 

天
瀬
町
本
城
１
０
４
０-

２

 

天
瀬
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

議
会
事
務
局
︵
畦
道
グ
ル
ー
プ

内
︶ 
☎
 
９
１
８
０

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶ 
 
２
０
９
１

 

上
津
江
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

 

﹁
津
江
ん
も
ん
﹂

 

■
発
送
日
 
12
月
21
日
㈫

 

■
価
格
・
内
容

 

 
９
品
 
４
０
０
０
円
コ
ー
ス

 

 
干
椎
茸
、
餅
、
味
噌
、
こ
ん
に

ゃ
く
、
大
根
の
カ
リ
カ
リ
漬
け
、

コ
ー
ン
が
り
ク
ッ
キ
ー
、
か
る

か
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
、
煮
豆
、
た

け
の
こ
の
水
煮

 

■
申
込
方
法
 
申
込
者
と
送
り
先

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
込
み

 

■
支
払
方
法
 
申
込
み
後
に
送
付

す
る
郵
便
振
込
用
紙
で
振
り
込

み

 

■
申
込
期
限
 
12
月
17
日
㈮

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
７
７-

０
３
１
１

上
津
江
町
川
原
１
３
７
５-

23

 

上
津
江
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
事

務
局

☎
・︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

 

 
２
１
７
０
、
 
２
４
５
６

 

農
産
物
流
通
対
策
室

☎
 
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階) 

天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
課

 

☎
 
３
１
４
７

 

上
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課

 

☎
 
２
０
１
１

     

■
と
き
 
11
月
25
日
㈭

 

 
午
後
７
時
～
９
時

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

 

■
内
容

 

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
平
成
21
年
度
実
績

報
告

 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
会

 

 
講
師
 
久
留
米
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
ん
く
る
セ

ン
タ
ー
長
 
今
村 

勲 

氏

 

■
対
象
 
市
内
に
事
務
所
を
置
き
、

市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

非
営
利
の
市
民
活
動
団
体
及
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

 

市
民
活
動
支
援
室

☎
 
７
５
１
５
︵
パ
ト
リ
ア
日

田
２
階
︶

問

問

市
民
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
平
成
21
年
度
実
績

報
告
会
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
会

問 問

ふ
る
さ
と
の
味
宅
配
便

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥

﹁
ひ
た
の
恋
恵
﹂
販
売

日
田
市
中
小
企
業
融
資
の
貸
付
け

 
 
 
 
 
 
︵
冬
期
資
金
︶

こ
 
え



122010. 11. 15  広報ひた

くらしの情報

  
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃

金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者

は
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
制
度
で
す
。
 

 

■
大
分
県
最
低
賃
金

 

 
時
間
額
６
４
３
円
︵
平
成
22
年

10
月
24
日
よ
り
発
効
︶

 

※
特
定
の
産
業
に
は
、
別
に
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

大
分
労
働
局
賃
金
室

 

☎
０
９
７-

５
３
６-

３
２
１
５

 

・
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

 

・
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
時
は
、
必
ず

消
火
し
、
前
年
の
灯
油
は
使
わ

な
い
こ
と
。
︵
不
完
全
燃
焼
の

原
因
に
な
る
︶

 

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
。

 

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
フ
ィ
ル
タ

ー
は
、
定
期
的
に
掃
除
を
す
る
。

 

・
傷
ん
だ
電
気
コ
タ
ツ
の
コ
ー
ド

は
取
り
替
え
る
。

 

・
と
き
ど
き
部
屋
の
換
気
を
す
る
。

 

・
就
寝
や
外
出
時
は
、
暖
房
器
具

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
必
ず
消

火
を
確
か
め
る
。

 

・
暖
房
器
具
は
、
取
扱
説
明
書
を

読
み
、
安
全
に
使
用
す
る
。

 

日
田
消
防
署
警
防
係

☎
 
２
２
０
４

     

■
と
き
 
12
月
１
日
㈬

 

 
午
後
５
時
～
７
時

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 

■
検
査
料
 
無
料

 
※
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

 
※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
。

 
大
分
県
西
部
保
健
所

☎
 
３
１
３
３

   

■
と
き
 
11
月
25
日
㈭

  

午
後
６
時
30
分
～
８
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
７
階
大
会
議
室

 

■
内
容

 

・
演
題
 
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

禁
煙
の
コ
ツ
教
え
ま
す

 

・
講
師

 
伊
藤
内
科
医
院
︵
大
分
市)

 
禁
煙
支
援
士
 
伊
藤
裕
子 

氏

 

■
参
加
費
 
無
料

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

    

■
と
き
・
と
こ
ろ

  

11
月
30
日
㈫
 
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

  

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係) 

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

    

 
次
の
方
が
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
を
受
け
た
場
合
、
税
の
申

告
で
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
■
対
象
者
︵
い
ず
れ
か
に
該
当
︶

 
・
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
て
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
、
療

育
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
、

同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

 

・
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
ら
ず
、
半
年
以
上
寝
た

き
り
で
、
食
事
・
排
泄
等
の
日

常
生
活
に
障
が
い
が
あ
る
状
態

で
あ
り
、
医
師
か
ら
の
証
明
が

あ
る
方

 

■
申
請
方
法
 
下
記
又
は
各
振
興

局
に
備
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
請

 

※
障
害
者
控
除
対
象
者
に
該
当
す

る
場
合
は
、
後
日
認
定
書
を
交

付
し
ま
す
。

 

※
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
障
害

者
控
除
申
請
対
象
者
は
、
10
月

中
旬
に
文
書
で
通
知
し
て
い
ま

す
。

 

社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
 
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階)

       

■
と
き
 
12
月
５
日
㈰

 

 
午
前
８
時
10
分
～
午
後
５
時
30

分
︵
午
前
８
時
市
役
所
集
合
︶

 

■
と
こ
ろ
 
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
遺

跡
、
名
護
屋
城
跡
・
名
護
屋
城

博
物
館
︵
佐
賀
女
子
短
期
大
学

教
授

高
島
忠
平
氏
ら
に
よ
る

案
内
有
り
︶

 

■
参
加
費
 
大
人
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
２
５
０
０
円
︵
保

険
料
、
入
場
料
、
資
料
代
等
を

含
む
︶

 

※
昼
食
代
は
、
各
自
負
担
。

 

■
募
集
数
 
40
人
︵
先
着
順
︶

 
■
申
込
方
法

 
 
伊
藤
塾
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈫

 

伊
藤
塾
 
☎
 
３
２
３
２

 

文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
内
︶

   

■
と
き
 
11
月
23
日
㈷

 

 
午
前
９
時
30
分
～

 

■
と
こ
ろ

 

 
上
津
江
振
興
局
及
び
周
辺

 

■
内
容
 
林 

あ
さ
美
コ
ン
サ
ー

ト
、
農
林
産
物
品
評
会
・
即
売

会
、
豆
生
野
神
楽
、
出
店
な
ど

       

  

上
津
江
産
業
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
 
☎
 
２
０
４
３

 

 
広
報
ひ
た
11
月
１
日
号
16
ペ
ー

ジ
︵
パ
ト
リ
ア
日
田
イ
ベ
ン
ト
ニ

ュ
ー
ス
 
貸
館
情
報
︶
の
中
で
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

 

第
11
回
全
日
本
大
正
琴
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
九
州
大
会
in
日
田

 

・
と
き
・
開
演
時
間

 

誤
12
月
10
日
㈮
 
午
後
６
時
開
演

  

正
12
月
10
日
㈮
 
午
後
１
時
開
演

問

問問

問

問

問
高
齢
者
の
方
で
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

大
分
県
の
最
低
賃
金
改
定

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金
！

第
６
回
上
津
江
産
業
文
化
祭

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
夜
間
実
施

問

問

禁
煙
応
援
講
演
会

献
血
に
ご
協
力
を

暖
房
器
具
の
正
し
い
利
用
を

保
健
・
福
祉

日
田
市
協
働
事
業

﹁
日
田
歴
史
発
見
講
座
﹂

 
歴
史
文
化
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

イ
ベ
ン
ト

ま
み
う
の
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 ■
と
き
 
11
月
21
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
１
時

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
農
業
公
園
︵
ロ

ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ
︶
内

 
茶
房
﹁
風
の
丘
﹂

 

■
内
容

 

・
Ａ
コ
ー
ス
 
柚
子
ご
し
ょ
う︵
赤)

作
り
体
験

 

・
Ｂ
コ
ー
ス

 

 
柚
子
ジ
ャ
ム
作
り
体
験

 

・
Ｃ
コ
ー
ス

 

 
柚
子
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
田
舎
ま

ん
じ
ゅ
う
作
り
体
験

 

■
参
加
費
 
大
人
２
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
０
円

 

※
昼
食
と
各
コ
ー
ス
の
完
成
品
１

瓶
付
き
。

 

■
申
込
方
法
 
事
前
に
電
話
で
天

瀬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
に
申
込
み

 

※
申
込
み
状
況
に
よ
り
、
参
加
を

制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
天
瀬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

天
瀬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
︵
松
浦
︶

☎
 
８
４
５
８
︵
午
後
６
時
～

９
時
ま
で
︶

 

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
係

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階)

    

■
試
験
日
・
試
験
場
所

 

・
推
薦
試
験

 

 
平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
～
17
日

㈪
の
う
ち
、
指
定
す
る
１
日

 

 
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

 ︵
神
奈
川
県
横
須
賀
市
︶

 
・
一
般
試
験
︵
一
次
︶

 
 
平
成
23
年
１
月
22
日
㈯
 

 
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

 ︵
玖
珠
町
︶

 

■
受
験
資
格

 

 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年

４
月
１
日
現
在
、
中
学
校
卒
業

者
及
び
17
歳
未
満
の
男
子

 

■
申
込
受
付
期
限

 

・
推
薦
試
験

 

 
平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

 

・
一
般
試
験

 

 
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

 

※
受
験
料
、
入
学
金
、
授
業
料
は

無
料
で
す
。

※
生
徒
手
当
︵
月
９
万
４
９
０
０

円
︶
、
期
末
手
当
︵
年
２
回
︶

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

自
衛
隊
日
田
地
域
事
務
所

☎
 
０
８
０
９

    

  

 
ひ
き
こ
も
り
や
社
会
的
自
立
で

困
っ
て
い
る
方
及
び
そ
の
家
族
に
専

門
の
相
談
員
が
助
言
を
行
い
ま
す
。

 

■
と
き
 
11
月
26
日
㈮

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 

■
募
集
数
 
６
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

青
少
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
９-

５
３-

７
６
６
７

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
12
月
１
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

  

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

   

■
と
き
 
12
月
３
日
㈮

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
か

か
わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電

話
で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

 

    

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
12
月
３
日
㈮

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
若
宮
公
民
館

 

・
12
月
11
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
和
室

 

■
対
象
 
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
介
護
者
、
認
知

症
に
関
す
る
相
談
の
あ
る
方
な
ど

 

■
相
談
員
 
介
護
支
援
専
門
員
、

認
知
症
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
ご
と
、
介
護
相
談
な
ど

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

     

■
と
き
 
12
月
８
日
㈬

  

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
別
館
３
階

 

■
対
象
 
視
覚
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
、
関
係
者

 

■
相
談
員
 
大
分
県
立
盲
学
校
教

育
支
援
部
職
員

 

■
相
談
内
容
 
視
覚
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
へ
の
接
し
方
、
教
育
、

医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど

 
■
申
込
方
法

 

 
学
校
教
育
課
に
電
話
で
申
込
み

 

※
相
談
の
詳
細
は
、
盲
学
校
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
申
込
期
限
 
11
月
26
日
㈮

 

大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

 

学
校
教
育
課
指
導
係

 

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

■
と
き
 
12
月
８
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

 ︵
相
談
時
間
は
30
分
以
内
︶

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
地
下
消
費
生

活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人(

先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

 

■
予
約
開
始
日
 
11
月
26
日
㈮

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

 

問

問

問問 問

問

問 問

ひ
き
こ
も
り
無
料
相
談
会

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

募
 
集

相
 
談

柚
子
ご
し
ょ
う
作
り
体
験

 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 
生
徒
募
集

認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家
族
・

介
護
者
へ
の
相
談
会
 
 
無
料

平
成
22
年
度
視
覚
障
が
い
教
育

相
談
︵
巡
回
相
談
︶
 
 
無
料

広報

次回は

12月１日号
12月１日㈬に発送します。
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市
で
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

受
け
た
い
方
︵
お
ね
が
い
会
員
︶

と
手
助
け
を
行
い
た
い
方
︵
ま
か

せ
て
会
員
︶
が
会
員
と
な
り
、
地

域
の
中
で
互
い
に
支
え
合
う
﹁
日

田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
﹂
を
中
央
児
童
館
内
に

設
置
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

  

﹁
子
育
て
を
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ

て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
方
や
﹁
子
育

て
の
経
験
を
生
か
し
手
助
け
を
し

た
い
﹂
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
日

田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

             

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

 
・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

児
童
ク
ラ
ブ
等
︵
以
下
﹁
保
育

施
設
等
﹂
︶
の
開
始
前
や
終
了

後
の
預
か
り

 

・
保
育
施
設
等
ま
で
の
送
迎

 

・
仕
事
︵
残
業
等
︶、
冠
婚
葬
祭
、

学
校
行
事
等
の
場
合

 

・
買
物
、
病
院
等
の
外
出
の
場
合

 

・
子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
の
場
合

 

※
対
象
の
子
ど
も
を
預
か
る
場
所

は
、
原
則
、
子
育
て
の
手
助
け

を
行
う
方
︵
ま
か
せ
て
会
員
︶

の
自
宅
で
す
。

 

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

 

・
お
ね
が
い
会
員

 

 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
生
後

３
か
月
以
上
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
の
保
護
者

 

・
ま
か
せ
て
会
員

 

 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
健
康

で
積
極
的
に
活
動
で
き
る
20
歳

以
上
の
方

 

※
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

  

利
用
料
金
は
？

 

①
月
～
金
曜
日
︵
祝
日
を
除
く
︶

 

 
午
前
７
時
～
午
後
７
時

 
 
１
時
間
あ
た
り 

６
０
０
円

 

②
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
①
以
外

の
時
間

 

 
 
１
時
間
あ
た
り 

７
０
０
円

 

※
食
事
代
・
交
通
費
な
ど
︵
実
費)

の
金
額
は
、
事
前
の
打
合
せ
時

に
決
定
し
ま
す
。

 

※
万
一
の
事
故
に
備
え
て
各
種
補

償
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
︵
保

険
料
は
市
が
負
担
︶

  

会
員
登
録
す
る
に
は
？

 

 
会
員
登
録
の
申
込
み
︵
お
ね
が

い
会
員
・
ま
か
せ
て
会
員
︶
と
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会
の
受

講
︵
ま
か
せ
て
会
員
︶
等
が
必
要

で
す
。

  

平
成
22
年
度

 

第
２
回
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
習
会

 

■
と
き

 

・
12
月
５
日
㈰

  

 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

 

・
12
月
６
日
㈪

 

 
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

 
30
分

 

※
両
日
の
講
習
を
受
講
す
る
こ
と

が
、
会
員
登
録
の
条
件
の
一
つ

で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は

必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
と
こ
ろ

 

 
中
央
児
童
館

 

■
対
象
 
ま
か
せ
て
会
員
と
し
て

新
規
に
登
録
を
希
望
す
る
方

 

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈫

   ︻
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
︼

 

日
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
︵
中
央
児
童
館
内
︶

☎
 
６
４
０
６
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母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査等

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

大 鶴 地 区
成人・乳幼児健康相談

朝 日 地 区
成人・乳幼児健康相談

高 瀬 地 区
成人・乳幼児健康相談

項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

４か月児健康診査

７か月児健康診査

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

３日�・10日�
17日�・24日�
（9:00～16:00）

14日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

15日㈬
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア
１階 妊婦

（妊娠届出書を
お持ちの方）

平成22年７月20日
～８月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

平成22年
５月生まれ

８日㈬
（13:30～14:00）

栃原公民館
（中津江村）

平成21年
３～４月生まれ

８日㈬
（13:30～14:00）

栃原公民館
（中津江村）

21日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

22日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
６～７月生まれ

平成21年
５月生まれ

平成19年
８月生まれ

１日㈬
（9:30～10:30）

中央児童館

９日㈭
（10:00～11:30）

前津江
保健センター

16日㈭
（13:30～14:30）

大山
保健センター17日㈮

（10:00～11:30）
天瀬児童館

すぎっ子保育園
（上津江町）

未就学児

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

17日㈮
（9:30～11:30）

大鶴公民館

10日㈮
（9:30～11:30）

朝日公民館

３日㈮
（9:30～11:30）

高瀬公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、栄養・歯科・育児・保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、保健相談

◇持参するもの：母子健康手帳

※大山保健センターでは歯科相談を、天

瀬児童館では栄養相談を行います。

※なかつえ保育園では、12月は行いま

せん。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
 や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談
◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
 １歳６か月健診の方は、幼児用歯ブラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に、封書で個別に通知します。
 12月１日までに通知のない方は、受診
 する地域の振興局・市役所等に連絡し
 てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、歯磨きの指導、絵本
 の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病

などに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果

〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療や核酸アナログ製剤治療
 に対する医療費助成も行っています。
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今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ジ
ェ
ン
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ジ
ェ
ン
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ
27

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

フ
ラ
ン
ス
⑥

お店を見るだけでもわくわくしそうなクリスマス市

 

 
デ
ュ
マ
・
美
佳
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
お
便
り
︵
最
終
回
︶
を
お
送
り
し

ま
す
。

  
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。  

 
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
お
便
り
も
今
回
で

最
終
回
で
す
。

 

 
こ
ち
ら
は
も
う
冬
に
入
っ
て
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
見
掛
け
な
い
こ
た
つ
が

恋
し
く
な
り
ま
す
。

 

 
11
月
に
な
る
と
、
町
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
が
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
る
の
で
、

こ
の
時
期
の
パ
リ
は
鮮
や
か
で
、
き
れ

い
な
光
に
包
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
11
月

末
か
ら
12
月
末
ま
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
・

ド
・
ノ
エ
ル
と
い
う
ク
リ
ス
マ
ス
市
︵
マ

ー
ケ
ッ
ト
︶
が
フ
ラ
ン
ス
中
の
各
広
場

に
登
場
し
ま
す
。

 

 
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
名
物

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
菓
子
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
に
飾
る
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
商
品
が
並
び
ま
す
。

 

 
小
さ
な
小
屋
の
形
を
し
た
か
わ
い
ら

し
い
お
店
を
見
る
だ
け
で
も
わ
く
わ
く

し
ま
す
し
、
夜
に
な
れ
ば
、
ホ
ッ
ト
ワ

イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
雰
囲
気
も
楽
し
め
ま
す
。

 

 
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
と
、
日
本
に
は

お
せ
ち
料
理
が
あ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン

ス
に
も
シ
ャ
ン
パ
ン
、
生
牡
蠣
、
ス
モ

ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
、
七
面

鳥
、
切
り
株
の
形
を
し
た
ケ
ー
キ
な
ど
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
伝
統
料
理
が
あ
り
ま
す
。

 

 
24
日
の
夜
に
は
、
家
族
団
ら
ん
で
ク

リ
ス
マ
ス
料
理
を
食
べ
、
夜
中
に
な
る

と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
下
に
飾
っ
て

お
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
場
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け

て
感
想
を
言
っ
た
り
、
見
せ
合
っ
た
り

し
て
そ
の
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

 

 
そ
し
て
、
25
日
に
は
前
日
に
会
っ
て

い
な
い
家
族
の
家
を
訪
問
し
、
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ

ス
の
過
ご
し
方
で
す
。

  

ま
だ
ま
だ
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
違
い

は
あ
る
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
フ
ラ
ン

ス
に
来
た
と
き
の
お
楽
し
み
と
い
う
こ

と
で
。

 

 
６
か
月
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
コ

ラ
ム
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

  K
ia

 Ora

！
︵
こ

ん
に
ち
は
︶

 
私
が
冬
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

後
に
し
、
蒸
し
暑

か
っ
た
日
田
に
来
て
、
も
う
２
か
月
に

な
り
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
る
気

が
し
ま
す
が
、
本
当
に
こ
ん
な
に
時
間

が
早
く
過
ぎ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

  

２
か
月
の
間
、
日
田
で
出
会
っ
た
人

々
に
本
当
に
感
謝
し
ま
す
。
親
切
に
道

を
教
え
て
く
れ
た
方
や
日
本
語
を
教
え

て
く
れ
た
方
、
日
田
の
い
ろ
い
ろ
を
見

せ
て
く
れ
た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
日
田
に
は
面
白
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

 

 
面
白
い
こ
と
と
い
う
と
先
週
、
高
校

の
運
動
会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
映
画

や
本
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

﹁
す
ご
い
﹂
と
し
か
言
え
な
い
ほ
ど
す

ご
く
楽
し
く
て
活
発
で
し
た
。

 

 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
運
動
会
が

あ
り
ま
す
が
、
日
田
の
運
動
会
を
見
る

と
本
当
に
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
運
動
会
は
、
自

由
参
加
で
す
。
そ
し
て
、
活
動
︵
プ
ロ

グ
ラ
ム
︶
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
高
跳
び
、

幅
跳
び
、
砲
丸
な
ど
で
す
の
で
、
そ
の

ス
ポ
ー
ツ
が
上
手
な
生
徒
し
か
参
加
し

ま
せ
ん
。

 

 
ほ
か
の
生
徒
は
、
普
通
に
授
業
を
受

け
た
り
、
私
の
学
校
み
た
い
に
ほ
か
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
を
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の 

活
動
は
、
日
本
の
運
動
会
と
少
し

似
て
い
ま
す
。
二
人
三
脚
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
リ
レ
ー
を
し
ま
す
が
、
み
ん
な
同

時
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
順
番
に

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
と
い
え
ば
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
朝
の
30
分
だ

け
一
緒
で
、
ほ
か
の
授
業
は
自
分
が
選

ん
だ
科
目
に
合
わ
せ
る
た
め
、
み
ん
な

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
ク
ラ
ス
が
一
緒
で

も
知
ら
な
い
人
が
多
い
で
す
。
で
す
か

ら
チ
ー
ム
意
識
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 
日
田
の
高
校
で
は
応
援
団
、
旗
作
り
、

ム
カ
デ
競
争
、
綱
引
き
、
騎
馬
戦
な
ど
、

多
く
の
生
徒
た
ち
が
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
る
の
で
、
見
に
行
っ
た
私
も
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の

人
が
運
動
会
を
見
に
来
て
一
緒
に
応
援

し
た
り
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
た
こ
と

も
大
き
な
驚
き
で
し
た
。

 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
運
動
会
を

見
に
行
く
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
日
本
の
運
動
会
の
よ
う
に
、
上
手

な
人
と
そ
う
で
は
な
い
人
を
差
別
せ
ず
、

み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
や
方
法
を
探
し

て
、
そ
れ
を
一
緒
に
す
る
の
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

  K
a
 k

ite
 a

n
o
!︵

ま
た
ね
︶
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日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 34霜月の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～

  

 
平
成
21
年
の
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率

︵
一
人
の
女
性
が
一
生
に
生
む
子
ど
も
の

平
均
数
︶
は
1.37
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
少

子
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
少
子
化
の
背
景
に
は
、
結
婚
と
出
産
に

関
す
る
価
値
観
の
変
化
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
の
難
し
さ
、
子
育
て
に
対
す
る
精

神
的
負
担
感
の
増
大
、
経
済
的
不
安
定
の

増
大
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
要
因
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

 

 
中
で
も
、
﹁
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
﹂

と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や

﹁
家
庭
よ
り
仕
事
優
先
﹂
と
い
う
社
会
の

仕
組
み
が
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
妨

げ
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
へ
の
負
担
感

や
不
安
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

 
日
田
市
が
昨
年
行
っ
た
﹁
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
﹂
で
も
、﹁
育

児
・
子
ど
も
の
し
つ
け
を
主
に
誰
が
し
て

い
ま
す
か
﹂
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
理

想
は
﹁
夫
婦
で
共
同
﹂
が
70.7
％
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
現
実
に
は
﹁
主
に
妻
﹂

が
39.6
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
現
実

と
理
想
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

 

 
男
性
の
育
児
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
﹁
育
児
は
女
性
が
す
る
も
の
﹂

と
い
う
意
識
を
変
え
、
男
性
が
育
児
に
参

加
し
や
す
い
職
場
の
環
境
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

 
こ
の
よ
う
な
環
境
を
作
る
た
め
に
﹁
育

児
・
介
護
休
業
法
﹂
が
改
正
さ
れ
、
今
年

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

の
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
︵
父
母
が
共

に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
、
休
業

期
間
が
１
歳
か
ら
１
歳
２
か
月
ま
で
延

長
さ
れ
る
︶

 

②
出
産
後
８
週
間
以
内
に
父
親
が
育
児
休

業
を
取
得
し
た
場
合
、
再
取
得
が
可
能

③
配
偶
者
が
専
業
主
婦
︵
夫
︶
で
も
育
児

休
業
の
取
得
が
可
能

  

 
今
、
子
育
て
を
積
極
的
に
楽
し
む
男
性

が
、﹁
イ
ケ
メ
ン
﹂
な
ら
ぬ
﹁
イ
ク
メ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
平
成
21
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
は
1.72
％
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
も
の
の
過

去
最
高
と
な
っ
て
お
り
、
育
児
・
介
護
休

業
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
今
後
の
男
性
の

育
児
休
業
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

 
男
性
の
育
児
参
加
は
、
女
性
に
も
企
業

に
も
、
ま
た
、
自
分
自
身
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︵
仕
事
と
生
活
の
調
和)

の
た
め
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
少
子

化
防
止
の
か
ぎ
を
握
る
と
い
わ
れ
る
﹁
イ

ク
メ
ン
﹂
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

男
性
も
子
育
て
に
参
加
し
や
す
い
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う

五条殿に登りました

  小さいころから眺めていた五

条殿の山、あまりに当たり前の

景色ですが、雲がかかれば雨に

なるよと聞かされ、毎朝、気に

なる存在でした。

  先日、東京から来られた方に

「盆地の周りの山をハイキングするコースはありま

すか。ヨーロッパには景色を楽しみながらハイキン

グする場所がいろいろありますが、日田盆地の周り

の山は、高低差があまりないので、ハイキングでき

れば楽しいでしょうね」と聞かれました。

  というわけで、五条殿の山に登りました。串川沿

いに車で走り、五条殿登山口という標識のところか

ら更に、かなり荒れた林道を行きました。右にアカ

マツ、左に杉、ヒノキを見ながら頂上まで300メー

トルぐらいでしたが、大変急な坂で杖を片手に息を

切らしながら登りました。

  頂上には、不動明王の祠があります。その前に小

さな小屋があり、中には防火や火の用心のお札が貼

られ、多くの方がお参りを兼ねて登っているようです。

  そして、楽しみにしていた眺めですが、市内の北

の方角は一応見えますが、大きくなった杉が邪魔し

ています。西は、木が低く筑後川の流れがよく見え、

遠くには太宰府方面のビル群も見えますし、英彦山

も頭を出していました。南と東は、残念ながら木々

で見えません。右に左に動きながら市内を見ると、

三隈川、日隈、月隈、星隈の丘がよく見えました。

  ちょっと驚いたのは、吹上の台地の前面が自然の

城壁のように見えたことです。吹上から重要文化財

が出土しましたが、古代の人は、高いところから日

田盆地を眺め、

吹上を住むと

ころにしよう

と思ったので

はないかと想

像しました。

ごじゅうどん

五条殿から見た吹上の台地

ほこら

ひ こ さん
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ちょ
っと 48

野
楽
は
、
古
く
か
ら
口
伝
に
よ
り
大
野
老
松
天
満
社
氏
子
︵
大
野
地

域
︶
に
伝
わ
る
も
の
で
、
神
楽
で
は
な
く
雅
楽
の
一
種
で
皇
室
舞
楽

の
系
統
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
豊
後
の
国
日
田
郡
大
野
村
の
音
楽
由
来
記
に
よ
る
と
、
﹁
人
王
15
代
神
功

皇
后
御
征
伐
あ
っ
て
御
婦
人
の
み
ぎ
り
﹂
筑
前
州
粕
屋
郡
産
の
郷
に
遷
幸
な

さ
し
め
給
い
し
が
、
か
し
こ
く
も
八
幡
大
菩
薩
御
誕
生
ま
し
ま
せ
し
折
柄
、

津
江
の
庄
三
ツ
竹
信
恭
と
い
う
老
臣
此
の
事
を
賀
し
奉
る
に
、
則
ち
陣
鐘
、

笛
、
太
鼓
、
戸
拍
子
を
合
せ
、
天
下
泰
平
、
国
土
安
隠
、
民
家
繁
昌
、
地
水

火
風
空
の
５
音
の
拍
子
、
75
人
の
人
数
を
そ
ろ
え
賀
し
奉
る
。
⋮
﹂
と
あ

り
、
源
平
合
戦
の
後
、
平
家
の
亡
霊
を
し
ず
め
る
た
め
音
楽
を
奉
し
た
と
あ

り
、
そ
の
後
、
知
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
元
弘
元
︵
１
３
３
１
︶

年
、
静
安
軒
と
い
う
人
が
代
々
そ
の
業
を
伝
え
て
い
た
の
で
、
村
人
へ
伝
え

奉
し
た
と
あ
り
ま
す
。

大 大
野
楽
︵
前
津
江
町
大
野
︶

〔作者〕

 （豆田町）

武内 理恵さん

  ３歳のころから続けてきた書道。自分にとって素晴らしい師匠に

出会えたことが、この賞を取れたきっかけかもしれません。

  伝統ある日田の文化や歴史のある暮らしの中で、書によって何か

を伝えていけることができればうれしく思います。また、これからも、

人の心に語りかける作品作りに取り組んでいきたいと思っています。

第
６
回
日
田
市
美
術
展
 
書
道
の
部

日
田
市
長
賞

︻
作
品
評
︼
流
麗
で
、
感
覚
に
優
れ
魅

力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
文
字
の
粗
密
、

潤
渇
、
余
白
、
行
間
等
も
見
事
に
意
識

し
た
練
度
の
高
い
作
。

 

︵
大
分
県
美
術
協
会
書
道
部
会
長

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤
井
青
霄
先
生) 

春
草
の
雲
間
に
あ
り
て
枯
れ
ぬ
ご
と

  

人
も
こ
ら
え
て
日
々
は
た
ら
か
む
 (

岡
麗)

し
づ
や
か
に
月
は
照
り
た
り
天
地
の

 
心
と
こ
し
え
う
ご
か
ぬ
が
ご
と
 (

尾
上
紫
舟)

か
な
 
 
武
内
 
理
恵
︵
瑞
華
︶


